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システム概要 

VascularAccessChild は、訓練実習において、外頸、内頸

静脈、鎖骨下、大腿骨に対するトレーニングプログラム

を提供するべくデザインされました。解剖学的なランド

マークと構造を持つモデルが付属しています。また疑似

皮膚は、針の誘導のため超音波画像診断装置に反応しま

す。 

 

VascularAccessChild は、動脈と静脈を区別するため、2

色の疑似血液を使用しています。実際に起き得る事故を

予測、あるいは回避できるよう、動脈拍、およびすべて

の必要とされる解剖学的構造を再現しています。このシ

ミュレータを使用することにより、訓練実習生は、自然

な皮膚の抵抗、本物に近い血液の跳ね返りなどを体験す

ることが出来ます。 

モデルの血管や皮膚パーツにつけられた穴は自然に閉じるため、繰り返し訓練を行うこと

が可能です。パーツが消耗してきた場合でも繰り返し使用できるよう、個々のモデルには

交換用の皮膚パーツが用意されています。個々の皮膚パーツで、おおよそ 25回のカテーテ

ル挿入訓練、または 50回から 100回の注射針挿入訓練を行うことが出来ます。また、静脈

圧低下の患者を再現するため静脈圧は瞬時に調整でき、動脈に取り付けられたハンドポン

プは、解剖学的に優れた脈拍発生システムとなっています。 

本マニュアルは、VascularAccessChild システムの概要（取り出し方法、点検および準備、

疑似血液の再充填、皮膚パーツ交換、およびトラブルシューティング情報）を提供します。 

 

解剖学的概要 

人体モデルの形状は、頭部を左に向けた状態となっています。このモデルに存在するラン

ドマークは、次のとおりです。 

≫ 鎖骨   ≫ 胸鎖乳突筋筋 

≫ 肋骨   ≫ 上前腸骨棘 

≫ 胸骨切痕  ≫ 恥骨結節 

≫ 気管   ≫ 鼠径靱帯 

皮膚セット： 

≫ 静脈：鎖骨下、内部および外部の頚静脈、大腿骨 = 青色溶液で充填 

≫ 動脈：鎖骨下、頸動脈、大腿骨 = 赤色溶液で充填 
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システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人体モデル 交換用皮膚(頸部) 

交換用皮膚(大腿部) a) ロート付き充填チューブ (メスコネクタ)   

b) 充填チューブ (オスコネクタ) 

調合済み疑似血液 

Ma8 – 8 oz. 赤、Mv8 – 8 oz. 青 

静脈圧レギュレータ 

(青の疑似血液で充填) 

脈拍発生用ハンドポンプ  

(赤の疑似血液で充填) 

キャリングケース 



5 

 

準備および点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケースを閉じて運ぶ際、正しいポ

ジションとなるよう、首がケース

のハンドル側に来るように配置し

ます。 

システム概要下のパーツリストと

照合し、すべての部品が揃ってい

るかどうか再確認。ケースに一緒

に収めるセット部外品は、交換用

の疑似皮膚のみです。 

チューブ内に余分な空気があるか確認します。 

人体モデルを立てることにより、閉じ込められた空気が、チューブの上に上が

ってきます。チューブの中の空気の高さが 1/2インチ（1.27cm）以下であれば、

そのままの状態で OKです。空気の高さが 1/2インチ以上の場合、このマニュ

アルの血液再充填のセクションに飛び、指示に従ってください。 

部品が欠落している場合、販売元カ

スタマーサービスまでお問い合わせ

ください。 

演習中、血液を血管に戻す際に閉じ込

められた空気があるかどうかチェック

するため、定期的にモデルを傾けてく

ださい。 

チューブに過度な圧力がかかってい

ないか、静脈（青）と動脈（赤）を、

チェック。チューブの一つに充填ポ

ートを取り付け、コネクタが人体モ

デルの上の高さと同じになるよう、

ロートを持ち上げてください。 

ロートのチューブに液体が流れ込ん

でいくようであれば、血管の圧力が

足りません。流動が止まるまで、ロ

ートから液体を補充し、ペーパータ

オルの上で充填ポートを外します。 

液体が、コネクタの上のロートの高

さにない場合、チューブのなかを液

体が降りていくよう、疑似血液を補

充します。血管に追加の血液が入っ

ていくようであれば、完全に満ちる

まで続けてください。この作業によ

り、通常の血管の圧力を再現します。 

1. 2. 3. 

4 . 5. 

6. 7. 8. 
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準備および点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペーパータオル上でロートを外し

ます。 

必要であれば、ロートから液体を

排出します。充填チューブ（オス

コネクタ）を取り付け、充填チュ

ーブの先を適切な疑似血液ボト

ルに入れ液体を抜いてください。 

動脈（赤チューブ）に、赤色の疑似

血液で事前に満たされた脈拍発生用

ハンドポンプを取り付けます。 

静脈圧調整のため、静脈（青チュ

ーブ）に、疑似血液で事前に満た

された注射器を取り付けます。 

もし、皮膚上の注射針穴から青

の疑似血液が染み出すような

ら、注射器で静脈圧を下げてく

ださい。 

少量の疑似血液がこぼれ出るため、

ペーパータオル上で接続箇所を外

します。 

9. 10. 11. 

12. 13. 14. 
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疑似皮膚の交換、疑似血液の補充、保守メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皮膚を交換する前に、ポンプと注

射器の両方を外してください。皮

膚に取り付けられたチューブを

通すための穴がある胸部右肩側

から、チューブを通します。 

交換用の皮膚が、人体モデルのベ

ースにきっちりとはまるように

押し込みます。 

すべての使用済み皮膚は、保存、

または廃棄のためジップロック

の袋に入れてください。こうする

ことで、液が外部に漏れるのを防

ぐことができます。 

疑似血液を補充するには、人体モ

デルの側面を立ててください。こ

のことにより、閉じ込められた空

気がチューブの上に上がってき

ます。 

ポンプと注射器の両方を外し、

ロート付き充填チューブを再充

填が必要な血管につないでくだ

さい。 

充填ポートを垂直に持ち、ゆっく

りと疑似血液をロートに流し込

みます。個々の血管に、正しい色

の疑似血液を使用するよう、十分

注意してください。 

適切に血管を満たし、空気を出す

には、ゆっくりと充填チューブを

しごいてください。 

血管が完全に満たされたなら、充

填チューブを人体モデルから外

してください。 

充填チューブ（オスコネクタ）を

取り付け、チューブの先を適切な

疑似血液ボトルに入れ、ロートに

残った液体をボトルに排出して

ください。 

1. 2. 3. 

4. 5. 6. 

7. 8. 9. 
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疑似皮膚の交換、疑似血液の補充、保守メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脈拍発生用ハンドポンプを満た

すには、充填チューブ（オスコネ

クタ）をポンプに取り付け、ゆっ

くりと赤の疑似血液を注入して

いきます。 

ポンプがすべて液体で満たされ

空気が抜けたなら、充填チューブ

をポンプから取り外し、余分な液

体を赤の疑似血液のボトルに戻

します。 

静脈圧調整注射器を満たすには、

充填チューブ（オスコネクタ）を

注射器に取り付けます。 

青の疑似血液ボトルのふたを開

け、充填チューブの先を入れ、注

射器で液体を吸い出します。 

充填チューブを取り付けた注射

器を垂直に持ち、余分な空気と液

体を充填チューブから押し出し

ます。 

これでポンプと注射器は、使用の

ため血管と人体モデルに接続可

能な状態です。 

実習後、人体モデルから皮膚を外

し、保管または廃棄のため同梱さ

れているジップロックの袋に入

れてください。こうすることで、

液が、外部に漏れるのを防ぐこと

ができます。 

実習後、人体モデルを石鹸とお湯

で洗浄してください。 

このことにより、人体モデルを維

持し、疑似血液からのシミが付着

するのを抑えることができます。 

人体モデル、皮膚、およびその他

すべての付属パーツを、キャリン

グケースに収めてください。すべ

ての皮膚、および疑似血液は、ジ

ップロックの袋に入れて保管し

てください。 

10. 11. 12. 

13. 14. 15. 

16. 17. 18. 
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トラブルシューティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動脈拍を再現するには、軽くポン

プを握ってください。(ポンプが

動脈に接続され、かつ事前に赤色

の疑似血液で満たされている事

をご確認ください。) 

低い静脈圧を再現するには、注射

器で 20ml の静脈血液を抜きま

す。正常な静脈圧に戻すため疑似

血液を再注入します。 

研修生に、静脈から針を抜く前

に、疑似血液を静脈に再注入する

よう指示してください。 

血管に、正しい色の疑似血液を戻

すよう徹底してください。 

疑似血液が、モデル上でカテーテル

導入箇所から、染み出してくるよう

なら、静脈と動脈（あるいは片方）

の圧力が下がっており、ニュートラ

ルに補正する必要があります。 

血管における自然な血圧の保持

するには、5ページのステップ 6

からの指示を参照してください。 

ポンプ内の余分な空気を処理す

るには、5ページを参照してくだ

さい。 

超音波検査の際、動脈チューブに

圧が足りない場合、検査中ポンプ

を握って保持するようにしてく

ださい。 

疑似皮膚を交換する際、チューブ

を引っ張らないでください。チュ

ーブが人体モデルを通るようガ

イドしながら、疑似皮膚を押し入

れてください。 

1. 2. 3. 

4. 5. 6. 

7. 8. 
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交換パーツカタログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人体モデル 

交換用疑似皮膚 

（頸部用） 

交換用疑似皮膚 

（大腿部用） 

静脈圧 

レギュレータ 

（注射器） 

脈拍発生用 

ハンドポンプ 

ロート付き 

充填チューブ 

(メスコネクタ) 

充填チューブ 

(オスコネクタ) 

調合済み疑似血液 

Ma8 – 8 oz. 赤 

Mv8 – 8 oz. 青 

キャリング 

ケース 

ユーザーガイド 


